
　1924年、「山手学習院」として産声を上げ、以来、建学の精神である「自学自習」「情操陶冶」の下、女子
教育に大いなる貢献を果たしてきた神戸山手女子中学校高等学校。2020年には学校法人濱名学院と法人合併
し、「山手ルネサンス」という大きな舵を切るに至った。「未来型リーダーシップの女性育成」を目標に掲げ、
英語教育や個別最適化学習、探究学習など教育の柱を次々と打ち立て邁進している。今回は、そのうちの英語教
育と個別最適化学習についてそれぞれ座談会を開き、教員や生徒たちに話を伺った。

神戸山手女子中学校
　　　　　　　高等学校
神戸山手女子中学校
　　　　　　　高等学校
未来型リーダーシップの女性育成のために
一人ひとりが輝く場所へ導く「山手ルネサンス」

を
使
っ
て
、
生
徒
が
会
話
で
き
る
環
境
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ス
先
生　

特
に
中
学
生
に
は
、
イ
エ

ス
・
ノ
ー
で
答
え
ら
れ
る
よ
う
な
会
話
を
心

が
け
、
英
語
へ
の
抵
抗
感
を
柔
ら
げ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

藤
田
か
れ
ん
さ
ん
（
以
下
、
藤
田
）　

お
二

人
と
の
出
会
い
で
、
日
常
的
に
英
語
を
使
う

頻
度
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
親
身
に
な
っ
て

教
え
て
く
だ
さ
る
の
で
、
私
た
ち
も
気
軽
に

楽
し
み
な
が
ら
英
語
を
使
っ
て
い
ま
す
。

Y
2‐

Chat

の
利
用
も
増
え
ま
し
た
。

オ
ッ
ト
ア
イ
コ
バ
ン
デ
さ
ん
（
以
下
、
オ

ッ
ト
）　

会
話
を
す
る
時
、
頭
の
中
で
文
章

を
組
み
立
て
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
先
生

方
が
親
し
み
や
す
く
話
し
か
け
て
く
だ
さ
る

の
で
、
間
違
い
を
恐
れ
ず
自
信
を
も
っ
て
発

言
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
先
生
方
の
授
業
は
ど
う
で
す
か
。

藤
田　

と
て
も
わ
か
り
や
す
い
で
す
。
先
生

の
手
づ
く
り
の
ス
ラ
イ
ド
も
見
や
す
く
、
学

習
に
ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ
、
難
し
い
ス
ペ
ル

も
覚
え
や
す
い
で
す
。
い
つ
も
授
業
は
笑
い

声
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ッ
ト　

授
業
は
ジ
ェ
ス
先
生

と
日
本
人
の
先
生
の
お
二
人
で

進
め
て
く
だ
さ
る
の
で
、
日
本

語
で
理
解
す
る
べ
き
こ
と
と
、

英
語
の
ま
ま
吸
収
で
き
る
こ
と

が
あ
る
の
で
学
習
効
率
が
い
い

で
す
。
英
語
の
勉
強
が
と
て
も

楽
し
い
で
す
。

―
―
生
徒
に
期
待
す
る
こ
と
は

ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師
が
指
導
　
英
語
の
あ
る
生
活
に

対
応
で
き
る
実
用
を
目
指
す
山
手
の
英
語
教
育

―
―
ポ
ー
ラ
先
生
と
ジ
ェ
ス
先
生
は
昨
年
か

ら
常
勤
講
師
と
し
て
、
授
業
以
外
に
H
R
や

行
事
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
生
徒
と
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

Jessica Roldan

先
生
（
以
下
、ジ
ェ
ス
先
生
）

毎
朝
、
H
R
で
は〝
今
日
の
単
語
〞を
示
し

ま
す
。
例
え
ば
、
今
日
な
ら
「talkative

（
お
し
ゃ
べ
り
な
）」。
身
近
な
言
葉
を
自
然

に
使
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。
ま
た
探

究
の
授
業
で
、
生
徒
た
ち
が
つ
く
る
掲
示
物

の
デ
ザ
イ
ン
を
手
伝
い
な
が
ら
、
積
極
的
に

英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま

す
。
放
課
後
に
は
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム

で
、
個
別
や
グ
ル
ー
プ
で
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク

を
楽
し
め
る
「Y

2‐
Chat

」
を

開
設
。
英
会
話
の
レ
ッ
ス
ン
や

英
検
の
２
次
面
接
指
導
も
行
い

ま
す
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
季
節
ご

と
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
い
、
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

Paula Angeline G
. Reyes

先

生
（
以
下
、
ポ
ー
ラ
先
生
）　

で

き
る
だ
け
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
英
語

あ
り
ま
す
か
。

ジ
ェ
ス
先
生　

英
検
や
大
学
に
受
か
る
だ
け

で
な
く
、
日
々
の
中
で
英
語
が
あ
る
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。
将
来
、

旅
行
し
た
り
英
語
を
使
う
職
業
に
つ
い
た
り

し
た
時
に
臆
す
る
こ
と
な
く
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

ポ
ー
ラ
先
生　

英
語
を
勉
強
す
る
の
は
大
変

で
す
が
、
そ
の
分
や
り
が
い
も
あ
る
の
で
、

喜
ん
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
精
神
を
培
っ
て
ほ

し
い
。
難
し
い
こ
と
に
進
ん
で
立
ち
向
か
え

る
学
習
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

不
得
意
を
克
服
し
得
意
を
伸
ば
すEdTech

教
材

最
適
解
を
見
つ
け
る
力
が
つ
く
こ
と
に
期
待

―
―
ま
ず
、
個
別
最
適
化
学
習
は
ど
う
い
う

も
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
村
昌
義
先
生
（
以
下
、
中
村
先
生
）　

本

校
は
、
経
済
産
業
省
の
先
端
的
教

育
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
導
入
実
証
事

業
の
実
証
校
に
採
択
さ
れ
、
個
別

最
適
化
学
習
に
取
り
組
み
始
め
ま

し
た
。
中
学
は
「
デ
キ
タ
ス
」
と

い
うEdT

ech

教
材
を
使
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
学
校
で
使
う
教
科

書
を
登
録
す
る
と
、
そ
れ
に
準
拠

し
た
授
業
動
画
の
受
信
や
チ
ェ
ッ

ク
問
題
等
が
で
き
ま
す
。
チ
ェ
ッ

ク
問
題
は
基
本
問
題
が
8
割
以
上

正
解
す
れ
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ
問
題
へ
い
く
と
い

う
も
の
で
す
。

　

高
校
で
は
「Q

ubena

（
キ
ュ
ビ
ナ
）」
を

使
っ
て
い
ま
す
。
数
学
は
問
題
演
習
が
中
心

で
、
正
解
す
れ
ば
次
へ
、
間
違
え
れ
ば
前
に

戻
る
と
い
う
も
の
。
英
語
の
方
は
4
技
能
を

鍛
え
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
に
関
し
て
は
自
分
が

発
し
た
英
語
を
録
音
す
れ
ば
星
5
つ
で
判
定

し
て
く
れ
ま
す
。
リ
ス
ニ
ン
グ
に
関
し
て
は

英
文
が
流
れ
て
き
て
練
習
で
き
ま
す
。

―
―
皆
さ
ん
、
使
っ
て
ど
う
で
す
か
。

近
藤　

か
り
ん
さ
ん
（
以
下
、
近
藤
）　

授

業
動
画
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
出
て
く
る
の
で
、

楽
し
く
覚
え
や
す
い
で
す
。○
×
問
題
に
解

説
動
画
が
つ
い
て
あ
り
、
わ
か
ら
な
い
と
こ

ろ
を
確
か
め
ら
れ
る
の
が
い
い
で
す
。

宮
﨑　

愛
華
さ
ん
（
以
下
、
宮
﨑
）　

授
業

の
復
習
に
使
っ
て
い
ま
す
。
問
題
を
間
違
え

た
ら
自
動
的
に
戻
る
の
で
、
わ
か
っ
て
か
ら

進
め
ら
れ
て
助
か
り
ま
す
。

森　

夏
葵
さ
ん
（
以
下
、
森
）　

ヒ
ン
ト
を

見
な
が
ら
解
く
こ
と
が
で
き
る
の
が
い
い
で

す
。
私
は
わ
か
ら
な
い
問
題

は
飛
ば
し
が
ち
な
の
で
、
わ

か
ら
な
い
と
前
に
戻
る
こ
の

シ
ス
テ
ム
は
あ
り
が
た
い
で

す
。

―
―EdTech

教
材
を
通
し
て
、

ご
自
身
の
成
長
し
た
点
は
あ

り
ま
す
か
。

近
藤　

小
学
生
の
問
題
も
あ

る
の
で
、
苦
手
な
と
こ
ろ
を

小
学
校
レ
ベ
ル
に
ま
で
戻
っ

て
や
ろ
う
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

宮
﨑　

自
宅
学
習
は
面
倒
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
隙
間
時
間
が
あ
っ
た
ら
や
っ
て
み
る

よ
う
に
な
り
、
自
然
と
勉
強
時
間
が
増
え
ま

し
た
。

森　

キ
ュ
ビ
ナ
を
使
う
こ
と
で
前
に
戻
っ
て

学
習
し
た
り
、
苦
手
な
と
こ
ろ
を
繰
り
返
し

た
り
、
自
分
の
知
識
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

る
の
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

【
平
井
正
朗
校
長
よ
り
】
異
文
化
理
解
と
し

て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
・
ツ
ー
ル
と
し
て
の
英
語
教
育
を
通
じ

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
も
た
ら
す
諸
問
題
に

対
す
る
政
策
の
選
択
肢
を
増
や
す
教
科
横
断

的
な
探
究
力
を
育
成
す
る
取
り
組
み
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
I
C
T
技
術
を
活

用
し
て
多
様
な
学
び
の
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ

る
個
別
最
適
化
学
習
で
一
人
ひ
と
り
の
夢
を

実
現
さ
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

○

2
つ
の
座
談
会
を
通
し
て
見
え
る
の
は
、

生
徒
の
可
能
性
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
多
彩

いちばん大切なことを知りたい…　あなたの生徒にもぜひ読んでいただきたい… 学 校 散 策

D
A
T
A

■校　長
■住　所

■電　話
■交　通

■生徒数

■ＵＲＬ

平井　正朗
〒650-0006
神戸市中央区諏訪山町6番1号
078-341-2133
JR神戸線「元町」駅、阪急電鉄「神戸三宮」駅、
阪神電鉄「元町」駅、山陽電鉄「元町」駅、
神戸市営地下鉄「県庁前」駅、
神戸市営バス「諏訪山公園下」など
49名（中学校）
307名（高等学校）　合計356名
https://www.kobeyamate.ed.jp/
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【山手の英語教育について座談会に参加いただいた皆さん】
左から藤田かれんさん（高3）、Paula Angeline G. Reyes先生、
Jessica Roldan先生、オット アイコ バンデさん（高2）

【山手の英語教育について座談会に参加いただいた皆さん】
左から藤田かれんさん（高3）、Paula Angeline G. Reyes先生、
Jessica Roldan先生、オット アイコ バンデさん（高2）

日本人の教員が日本語で説明し、ネイテ
ィブの講師が英語で例文を伝える授業は
好評

日本人の教員が日本語で説明し、ネイテ
ィブの講師が英語で例文を伝える授業は
好評

授業後の復習や欠席時、テスト前に観る
など自分に合うEdTech教材の使い方を
する生徒たち

授業後の復習や欠席時、テスト前に観る
など自分に合うEdTech教材の使い方を
する生徒たち

【EdTechの個別最適化学習について座談会に参加いただいた皆さん】
左から進路指導部長・中村昌義先生、森夏葵さん（高1）、
宮﨑愛華さん（高1）、近藤かりんさん（中2）

【EdTechの個別最適化学習について座談会に参加いただいた皆さん】
左から進路指導部長・中村昌義先生、森夏葵さん（高1）、
宮﨑愛華さん（高1）、近藤かりんさん（中2）

平井 正朗 校長

【
英
語
教
育
座
談
会
】

Paula Angeline G
. Reyes

先
生

Jessica Roldan

先
生

藤
田
　
か
れ
ん
さ
ん（
高
3
）

オ
ッ
ト
　
ア
イ
コ
　
バ
ン
デ
さ
ん（
高
2
）

な
取
り
組
み
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
生
徒
が
多
い
の
が
同

校
の
特
徴
だ
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
陸
上
競

技
部
で
は
兵
庫
県
リ
レ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
優
勝

を
は
じ
め
、
全
国
を
舞
台
に
多
数
の
種
目
で

入
賞
。
吹
奏
楽
部
も
兵
庫
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
金
賞
等
の
成
果
を
数
多
く
お
さ
め
て
い

る
。
ほ
か
に
も
、
マ
ン
ド
リ
ン
ギ
タ
ー
部
36

年
連
続
全
国
大
会
出
場
や
、
中
学
で
は
数

学
・
理
科
甲
子
園
ジ
ュ
ニ
ア
2
0
2
1
兵
庫

県
大
会
出
場
、
さ
ら
に
第
43
回
全
日
本
中
学

生
水
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
佳
作
、
令
和
3
年

度
兵
庫
県
中
学
生
水
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入

選
な
ど
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

　

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
輝
け
る

場
所
へ
と
導
く
。
そ
れ
が
「
山
手
ル
ネ
サ
ン

ス
」
を
掲
げ
る
同
校
の
真
髄
と
見
た
。

【
個
別
最
適
化
学
習
座
談
会
】

進
路
指
導
部
長
　
中
村
　
昌
義
先
生

宮
﨑
　
愛
華
さ
ん（
高
1
）

森
　
夏
葵
さ
ん（
高
1
）

近
藤
　
か
り
ん
さ
ん（
中
2
）


